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【主要区画道路整備の推進と面的な不燃化促進】
①主要区画道路の整備促進
　三太通り拡幅整備事業を不燃化特区コア事業として指定し、士業等派遣や固定資産税等の減免制度を活用し整備の
　促進を図る。
②建替え促進
　特区全域の不燃化建替えを不燃化特区コア事業として指定し、設計費や除却費を支援することで、不燃化建替えの促
　進を図る。
③老朽建築物の除却支援
　老朽建築物の除却に対して士業等の派遣や固定資産税及び都市計画税の減免制度、また除却費の支援や土地管理
　用仮設費支援により不燃化の促進を図る。
④建替えに対する意識啓発
　住民の建替えに対する不安を解消するため、専門家派遣支援を実施し不燃化建替えの促進を図る。
　制度の積極的な活用のため、全戸訪問型の派遣支援を実施し不燃化建替えの促進を図る。

数値目標 現況 最終

整備目標・方針                                            　　　　　　　　　　太子堂・三宿地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

新たな取組

（１）整備目標
　　地区内に多くある老朽住宅の除却や戸別建替えの促進を図り、不燃領域率７０％の達成を目指す。
　　本制度を活用し、コア事業である三太通り拡幅整備事業の早期完成を目指す。
（２）整備方針
　　①主要区画道路の整備
　　　三太通りについては、これまでの取り組みに加え、士業等の派遣支援や固定資産税の減免制度を活用し、強力に推進する。
　　②地区内の不燃化促進
　　　老朽住宅の多い本地区において建替えによる面的な不燃化を促進し不燃領域率を高めるために、新たに建替え促進事業を導入する。また、住民の建替えに対する不安や、複雑な権利関係に関しては、
　　　士業等の派遣により解消を図る。

80.7ha東京都世田谷区太子堂二丁目、太子堂三丁目、三宿一丁目、二丁目及び池尻四丁目の一部

地区名

位置

これまでの防災都市づくりの主な取組

地区の現況・課題

（現況）
　当地区は、東急田園都市線三軒茶屋駅の北東部に隣接し、地区南部を国道２４６号（放射４号）、西部を茶沢通り（補助２１０号）、北部を淡島通り（補助５２号）、東部の一部を補助２６号線に囲まれた地区である。
　戦後の早い時期に都市基盤が未整備なまま市街化が進んだことから、老朽化した戸建住宅や低層集合住宅が建ち並ぶ木造密集市街地を形成している。当地区の住宅戸数密度は、１４８.７３戸／ｈa（H２３)、老朽
　木造建物棟数率は、３８.８％（H２３)、不燃領域率は、６３.３７％（H２３)である。
（課題）
　４ｍ未満の狭隘な道路も多く、消防活動困難区域を地区内に多く抱え、災害時の対応が非常に困難であり、防災上や住環境の面で多くの問題を抱えている。また、新たに太子堂円泉ヶ丘公園・三宿の森緑地一帯
　が広域避難場所として指定されたことから、避難路のネットワーク化を図るための主要区画道路１号・１１号（以下三太通りという）の拡幅整備を早急に進めるとともに、周辺の不燃化の促進が必要である。

70%

①密集事業等（昭和５８年～）
　昭和５８年に太子堂二・三丁目地区において木造賃貸住宅地区総合整備事業を導入し
　て住環境や防災性の向上を目指した街づくりを推進
②地区計画等
　太子堂二・三丁目地区地区計画（平成２年１２月告示）
　三宿一丁目地区地区計画（平成１５年１１月告示）
③その他の計画
　新たな防火規制区域
　　三太通り沿道（平成２０年５月施行）
　　太子堂二・三丁目地区、三宿一・二丁目地区、池尻四丁目地区の一部（平成２３年５月
　　施行）
　　池尻四丁目地区の一部（平成２４年５月施行）
④道路事業
　三太通り拡幅整備事業をこれまでの建替え連動型整備から公共整備型に変更し道路事
　業決定（平成２０年７月）

不燃領域率 63.4%

整備目標・方針



整備方針図 世田谷区　太子堂・三宿地区

●コア事業以外の事業（全域）

老朽建築物の除却支援

密集事業における主要区画道路（行き止まり路

解消も含む）の整備

密集事業における老朽建築物等除却費

密集事業における公園・広場の整備

密集事業における建替促進事業

【凡例】

不燃化特区区域

主要区画道路

都市計画道路

◎コア事業

三太通り拡幅整備事業（幅員６ｍ）

●コア事業以外の事業

特定整備路線（補助２６号線）の整備

（東京都施行）

◎コア事業（全域）

不燃化建替えの推進


